
西 
暦

和 

暦

長
岡
の
出
来
事

日
本
の
出
来
事

世
界
の
出
来
事

原始

一
六
，〇
〇
〇
年
前

細
石
刃
文
化
拡
大（
荒
屋
遺
跡
）

五
，〇
〇
〇
年
前

火
焔
土
器
誕
生（
馬
高
遺
跡
・
岩
野
原
遺
跡
）

三
，〇
〇
〇
年
前

東
北
地
方
か
ら
亀
ヶ
岡
文
化
伝
播（
藤
橋
遺
跡
・
朝
日
遺
跡
）

紀
元
前
三
世
紀
こ
ろ

米
づ
く
り
伝
播（
尾
立
遺
跡
）

紀
元

倭
の
奴
国
の
使
者
印
綬
を
受
け
る

一
〇
〇
頃

ロ
ー
マ
の
領
域
最
大
と
な
る

四
世
紀
こ
ろ
～

こ
の
こ
ろ
、古
墳
が
造
営
さ
れ
る

二
〇
〇
頃

邪
馬
台
国
女
王
卑
弥
呼
が
魏
に
遣
使

古代

六
四
七
・

六
四
八

大
化
三
・四

渟
足
柵
・
磐
舟
柵
設
置

六
三
〇

六
四
五

六
四
六

第
一
回
遣
唐
使

乙
巳
の
変

改
新
の
詔

五
八
九

六
一
八

隋
、中
国
を
統
一

唐
興
る

六
八
九
～

六
九
二

持
統
三
～
六

越
国
が
越
前
・
越
中
・
越
後
に
三
分
割

七
世
紀
末
こ
ろ

横
滝
山
廃
寺
が
こ
の
こ
ろ
造
営

七
〇
二

大
宝
二

頸
城
・
魚
沼
・
古
志
・
蒲
原
の
四
郡
が
越
中
国
か
ら
越
後
国
に
編
入

七
一
七
～

七
二
四

養
老
元
～
八
「
沼
垂
城
」と
書
か
れ
た
木
簡
が
廃
棄（
八
幡
林
遺
跡
）

七
一
〇

平
城
京
に
遷
都

九
二
七

延
長
五

『
延
喜
式
』に
式
内
社
古
志
郡
六
座
が
記
載

七
九
四

平
安
京
に
遷
都

九
六
七

康
保
四

『
延
喜
式
』に
郡
名「
古
志
」「
蒲
原
」確
認

九
六
二

神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
成
立

中世

一
一
〇
〇
～

一
二
〇
〇

康
和
二
～

正
治
二

古
志
郡
に
大
島
荘
・
紙
屋
荘
・
志
度
野
岐
荘
・
白
鳥
荘
・
吉
河
荘
・
太
田
保
・
高
波
保
な
ど
の
荘

園
・
国
衙
領
を
確
認

一
〇
八
六

一
一
九
二

一
三
三
四

一
三
九
二

白
河
上
皇
、院
政
を
は
じ
め
る

源
頼
朝
、征
夷
大
将
軍
と
な
る

建
武
の
新
政

南
北
朝
の
合
一

一
〇
九
六

第
一
回
十
字
軍

一
二
七
一

文
永
八

鎌
倉
幕
府
を
批
判
し
た
罪
で
日
蓮
が
寺
泊
を
経
て
佐
渡
に
配
流

一
二
〇
六

チ
ン
ギ
ス・ハ
ー
ン
、モ
ン
ゴ
ル
を
統
一

一
三
五
五

正
平
十
・

文
和
四
　

南
北
朝
の
両
軍
が
蔵
王
堂
な
ど
で
激
戦

一
二
七
五

マ
ル
コ・
ポ
ー
ロ
、元
に
仕
え
る

一
四
三
四

永
享
六

世
阿
弥
元
清
が
寺
泊
を
経
て
佐
渡
に
配
流

一
四
六
七

応
仁
の
乱
は
じ
ま
る

一
四
九
二

コ
ロ
ン
ブ
ス
、ア
メ
リ
カ
に
到
達

一
五
四
八

天
文
十
七

上
杉
謙
信（
長
尾
景
虎
）が
栃
尾
城
か
ら
春
日
山
城
に
移
動

一
五
一
七

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革

一
五
七
八

天
正
六

御
館
の
乱

一
五
八
二

本
能
寺
の
変

一
五
一
九

マ
ゼ
ラ
ン
の
世
界
周
航

一
五
九
八

慶
長
三

上
杉
景
勝
、会
津
に
移
封

一
五
九
〇

豊
臣
秀
吉
、全
国
統
一
完
成

一
六
〇
五
～
慶
長
十

堀
直
竒
が
長
岡
城
と
ま
ち
づ
く
り
推
進
、こ
の
こ
ろ「
長
岡
」と
い
う
地
名
が
初
め
て
確
認

一
六
〇
〇

関
ヶ
原
の
戦
い

一
六
〇
〇

東
イ
ン
ド
会
社
設
立

一
六
一
〇

慶
長
十
五

堀
直
竒
が
信
濃
飯
山
に
移
封
、長
岡
城
に
は
高
田
藩
主
松
平
忠
輝
の
重
臣
山
田
勝
重
が
在
番

一
六
〇
三

徳
川
家
康
、征
夷
大
将
軍
と
な
る

一
六
一
六

元
和
二

堀
直
竒
が
信
濃
飯
山
五
万
石
か
ら
越
後
長
岡
八
万
石
へ
移
封
さ
れ
る

一
六
一
五

大
坂
夏
の
陣
、豊
臣
氏
滅
亡

一
六
一
八

元
和
四

堀
直
竒
が
越
後
本
庄（
村
上
）へ
転
封
、牧
野
忠
成
が
初
代
長
岡
藩
主
と
な
る

長
岡
市
年
表

一
六
二
五

寛
永
二

長
岡
藩
の
知
行
高
が
七
万
四
千
石
と
な
る

一
六
二
五

寛
永
二

蔵
王
権
現
社
別
当
安
禅
寺
、上
野
寛
永
寺
末
寺
と
な
る

一
六
三
七

島
原
の
乱

一
六
四
二

寛
永
十
九

長
岡
船
道
、幕
府
の
認
可
取
得

一
六
四
二

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命

一
六
五
一

慶
安
四

こ
の
こ
ろ
、福
島
江
完
成

一
六
五
九

万
治
二

こ
の
こ
ろ
、大
坂
屋
三
輪
家
、与
板
へ
移
住

一
六
六
七

寛
文
七

武
石
村
庄
屋
難
波
小
右
衛
門
、蔵
米
を
窮
民
に
分
与
し
た
罪
で
斬
首

一
六
七
七

延
宝
五

妙
法
寺
本
堂
前
に
黒
門
建
立

一
六
八
一

延
宝
九

牧
野
忠
辰
、高
田
藩
主
改
易
に
際
し
、高
田
城
受
け
取
り

一
六
八
七

生
類
憐
れ
み
の
令

一
七
〇
四

宝
永
元

刈
谷
田
川
・
猿
橋
川
洪
水

一
七
〇
六

宝
永
三

井
伊
直
矩
、初
代
井
伊
与
板
藩
主
と
な
る

一
七
〇
六

宝
永
三

塚
野
山
村
大
火
、長
谷
川
邸
焼
失

一
七
〇
七

富
士
山
宝
永
噴
火

一
七
一
三

正
徳
三

与
茂
七
騒
動

近世

一
七
一
五

正
徳
五

蔵
王
権
現
社
、現
金
峯
神
社
の
地
に
移
築

一
七
一
六

享
保
元

長
谷
川
邸
再
建

一
七
一
六

享
保
の
改
革

一
七
一
七

享
保
二

住
雲
園
築
庭

一
七
二
八

享
保
十
三

長
岡
町
大
火（
三
蔵
火
事
）発
生

一
七
四
三

寛
保
三

栃
尾
町
の
秋
葉
権
現
、遠
江
国
の
秋
葉
三
尺
坊
と
本
末
争
い

一
七
五
四

宝
暦
四

長
岡
城
本
丸（
三
蔵
火
事
で
焼
失
）を
再
築

一
七
七
一

明
和
八

牧
野
忠
辰
に
蒼
柴
大
明
神
の
神
号
を
贈
進

一
七
七
一

明
和
八

白
山
媛
神
社
神
殿
・
拝
殿
建
立

一
七
七
五

ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争

一
七
八
一

天
明
元

悠
久
山
に
蒼
柴
大
明
神（
牧
野
忠
辰
神
号
）社
殿
建
立

一
七
八
二

天
明
の
飢
饉

一
七
八
六

天
明
六

幕
府
、脇
野
町
代
官
所
設
置

一
七
八
七

寛
政
の
改
革

一
七
九
〇

寛
政
二

こ
の
こ
ろ
、栃
尾
織
物
発
展
の
礎
と
な
る
栃
尾
縞
紬
創
始

一
七
八
九

フ
ラ
ン
ス
革
命
、人
権
宣
言

一
七
九
二

寛
政
四

岡
村
権
左
衛
門
騒
動

一
八
〇
一

享
和
元

第
九
代
長
岡
藩
主
牧
野
忠
精
、老
中
に
就
任

一
八
〇
四

文
化
元

与
板
藩
主
井
伊
直
朗
、城
主
格
と
な
る

一
八
〇
四

ナ
ポ
レ
オ
ン
、帝
位
に
つ
く

一
八
〇
四

文
化
元

木
喰
上
人
、真
福
寺
に
滞
在
し
仁
王
尊
な
ど
制
作

一
八
〇
八

文
化
五

長
岡
藩
校
崇
徳
館
開
校

一
八
二
三

文
政
六

与
板
城
完
成

一
八
二
八

文
政
十
一

文
政
の
大
地
震
発
生
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一
九
一
八

大
正
七

大
正
記
念
長
岡
市
立
互
尊
文
庫
開
館

一
九
一
四

第
一
次
世
界
大
戦

一
九
一
九

大
正
八

悠
久
山
公
園
完
成

一
九
一
九

五
・四
運
動
、ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約

一
九
二
四

大
正
十
三

大
河
津
分
水
竣
工

一
九
二
五

普
通
選
挙
制

一
九
二
〇

国
際
連
盟
発
足

一
九
二
六

大
正
十
五

栃
尾
大
水
害

一
九
二
六

大
正
十
五

水
道
タ
ン
ク
完
成

一
九
二
六

大
正
十
五

川
口
自
由
大
学
開
講

一
九
二
九

世
界
恐
慌

一
九
三
一

昭
和
六

上
越
線
全
通
記
念
博
覧
会
開
催

一
九
三
一

満
州
事
変

一
九
三
三

ア
メ
リ
カ
、ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
開
始

一
九
三
七

昭
和
十
二

長
生
橋
鉄
橋
化

一
九
三
三

国
際
連
盟
脱
退

一
九
三
九

独
ソ
不
可
侵
条
約
、第
二
次
世
界
大
戦

一
九
四
三

昭
和
十
八

山
本
五
十
六
連
合
艦
隊
司
令
長
官
戦
死

一
九
三
六

二・二
六
事
件

一
九
四
一

大
西
洋
憲
章
、独
ソ
戦
争

一
九
四
五

昭
和
二
十

左
近
町
に
模
擬
原
子
爆
弾
投
下

一
九
四
〇

日
独
伊
三
国
同
盟

一
九
四
五

ヤ
ル
タ
会
談
、ポ
ツ
ダ
ム
会
談
、国

際
連
合
発
足

一
九
四
五

昭
和
二
十

長
岡
空
襲

一
九
四
一

太
平
洋
戦
争

現代

一
九
四
九

昭
和
二
十
四

中
山
隧
道
落
成

一
九
四
五

一
九
四
五

一
九
四
六

一
九
五
一

一
九
五
六

一
九
六
四

一
九
七
二

一
九
七
八

広
島
・
長
崎
に
原
子
爆
弾
投
下

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾

日
本
国
憲
法
公
布

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

国
際
連
合
加
盟

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

沖
縄
の
本
土
復
帰

日
中
平
和
友
好
条
約

一
九
四
九

北
大
西
洋
条
約
機
構
、中
華
人
民
共

和
国
成
立

一
九
五
〇

昭
和
二
十
五

新
潟
県
産
業
博
覧
会
開
催

一
九
五
〇

朝
鮮
戦
争

一
九
六
一

昭
和
三
十
六

三
六
豪
雪
・
長
岡
地
震
・
大
水
害
・
第
二
室
戸
台
風
の
被
害
発
生

一
九
六
三

昭
和
三
十
八

三
八
豪
雪
発
生

一
九
七
九

昭
和
五
十
四

大
竹
邸
記
念
館
開
館

一
九
七
九

昭
和
五
十
四

お
ぐ
に
森
林
公
園
開
園

一
九
八
〇

昭
和
五
十
五

刈
谷
田
川
ダ
ム
完
成

一
九
八
〇

イ
ラ
ン・イ
ラ
ク
戦
争

一
九
八
六

昭
和
六
十
一

長
岡
市
制
八
十
周
年
記
念
事
業「
光
と
音
の
祭
典
」開
催

一
九
八
七

昭
和
六
十
二

フ
ォ
ー
ト
ワ
ー
ス
市
が
長
岡
市
初
の
姉
妹
都
市
に

一
九
九
五

阪
神
・
淡
路
大
震
災

一
九
九
〇

東
西
ド
イ
ツ
統
一

二
〇
〇
四

平
成
十
六

七
・一
三
水
害
発
生

一
九
九
八

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

一
九
九
一

湾
岸
戦
争

二
〇
〇
四

平
成
十
六

中
越
大
震
災
発
生

二
〇
〇
一

ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

二
〇
〇
五

平
成
十
七

長
岡
市
と
中
之
島
町
・
越
路
町
・
三
島
町
・
山
古
志
村
・
小
国
町
が
合
併

二
〇
〇
五

平
成
十
七

震
災
復
興
祈
願
花
火「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」打
上
げ

二
〇
〇
六

平
成
十
八

長
岡
市
と
和
島
村
・
寺
泊
町
・
栃
尾
市
・
与
板
町
が
合
併

二
〇
〇
七

平
成
十
九

中
越
沖
地
震
発
生

二
〇
一
〇

平
成
二
十
二

長
岡
市
と
川
口
町
が
合
併

二
〇
一
一

東
日
本
大
震
災

二
〇
一
二

平
成
二
十
四

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
プ
ラ
ザ「
ア
オ
ー
レ
長
岡
」オ
ー
プ
ン

二
〇
一
三

富
士
山
、世
界
文
化
遺
産
に

二
〇
一
八

平
成
三
十

長
岡
開
府
四
〇
〇
年
記
念
事
業
開
催

二
〇
一
三

二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
に

東
京
が
決
定

西 

暦

和 

暦

長
岡
の
出
来
事

日
本
の
出
来
事

世
界
の
出
来
事

近世

一
八
三
〇

天
保
元

栃
尾
で
炭
一
揆
発
生

一
八
三
一

天
保
二

良
寛
、島
崎
村
の
木
村
家
で
病
没

一
八
三
三

天
保
の
飢
饉

一
八
三
五

天
保
六

貞
心
尼
、「
蓮
の
露
」を
完
成

一
八
三
七

大
塩
平
八
郎
の
乱

一
八
四
〇

天
保
十
一

幕
府
、長
岡
藩
に
川
越
転
封（
三
方
領
知
替
え
）を
命
令

一
八
四
〇

ア
ヘ
ン
戦
争

一
八
四
一

天
保
十
二

三
方
領
知
替
え
中
止
と
な
る

一
八
四
一

天
保
の
改
革

一
八
四
二

天
保
十
三

脇
野
町
鋸
の
祖
・
中
屋
庄
兵
衛
開
業

一
八
四
三

天
保
十
四

幕
府
、長
岡
藩
に
新
潟
町
の
上
知
を
命
令

一
八
五
三

浦
賀
に
ペ
リ
ー
来
航

一
八
四
三

天
保
十
四

第
十
代
長
岡
藩
主
牧
野
忠
雅
、老
中
に
就
任

一
八
五
四

日
米
和
親
条
約

一
八
四
四

弘
化
元

長
岡
町
大
火（
俊
治
火
事
）、城
下
町
が
ほ
ぼ
焼
失

一
八
五
八

日
米
修
好
通
商
条
約

一
八
五
三

ク
リ
ミ
ア
戦
争

一
八
六
〇

万
延
元

漢
学
者
遠
藤
軍
平
、入
軽
井
に
西
軽
塾
開
校

一
八
六
〇

桜
田
門
外
の
変

一
八
六
〇

万
延
元

与
板
藩
校
正
徳
館
開
校

一
八
六
一

文
久
元

中
之
島
組
大
庄
屋
大
竹
英
治
、郷
校
済
美
堂
開
校

一
八
六
一

南
北
戦
争

一
八
六
三

文
久
三

第
十
一
代
長
岡
藩
主
牧
野
忠
恭
、老
中
に
就
任

一
八
六
四

元
治
元

石
川
雲
蝶
作
欄
間
一
四
面
、林
興
庵
に
寄
進

一
八
六
七

慶
応
三

河
井
継
之
助
、長
岡
藩
家
老
に
就
任

一
八
六
七

大
政
奉
還
、王
政
復
古
の
大
号
令

一
八
六
七

慶
応
三

長
岡
藩
、長
岡
船
道
を
廃
止

一
八
六
八

慶
応
四

戊
辰
戦
争
開
戦
、長
州
藩
兵
と
薩
摩
藩
兵
が
城
下
に
侵
入
し
、長
岡
城
落
城

一
八
六
八

戊
辰
戦
争

一
八
六
八

慶
応
四

長
岡
藩
兵
が
八
町
沖
を
渡
河
し
て
長
岡
城
を
奪
還

一
八
六
八

慶
応
四

新
政
府
軍
の
総
攻
撃
で
長
岡
城
が
再
度
落
城
し
、藩
兵
と
そ
の
家
族
は
八
十
里
越
か
ら
会
津
へ

一
八
六
八

慶
応
四

河
井
継
之
助
、会
津
塩
沢
で
戦
傷
死

一
八
六
八

明
治
元

新
政
府
が
牧
野
鋭
橘（
忠
毅
）の
相
続
を
許
可（
再
興
長
岡
藩
）

一
八
七
〇

明
治
三

国
漢
学
校
、新
築
開
校

一
八
七
一

廃
藩
置
県

一
八
七
六

明
治
九

長
生
橋
の
有
料
通
行
開
始

一
八
七
七

西
南
戦
争

一
八
七
八

明
治
十
一

明
治
天
皇
北
陸
巡
幸

一
八
七
八

明
治
十
一

第
六
十
九
国
立
銀
行
開
業

一
八
七
九

明
治
十
二

三
島
億
二
郎
、古
志
郡
長
と
な
る

近代

一
八
九
三

明
治
二
十
六

宝
田
石
油
株
式
会
社
創
業

一
八
八
九

一
八
九
〇

一
八
九
四

一
八
九
五

一
九
〇
四

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

第
一
回
帝
国
議
会

日
清
戦
争

下
関
条
約
調
印
、三
国
干
渉

日
露
戦
争

一
九
〇
六

明
治
三
十
九

長
岡
市
制
施
行

一
九
一
一

明
治
四
十
四

越
後
鉄
道
株
式
会
社
設
立

一
九
一
一

辛
亥
革
命

一
九
一
七

大
正
六

長
岡
開
府
三
百
年
祭
開
催

一
九
一
二

中
華
民
国
成
立

※
時
代
区
分
は
『
長
岡
市
史
』
通
史
編
に
よ
る
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主
な
参
考
文
献
（
発
行
年
順
）

長
谷
川
津
藏
　『
創
立
五
十
周
年
記
念
号
』　
阪
之
上
小
学
校
五
十
周
年
祝
賀
会
　
大
正
十
二
年

今
泉
鐸
次
郎
　『
河
井
継
之
助
伝
』　
目
黒
書
店
　
昭
和
六
年

長
岡
市
役
所
　『
長
岡
市
史
』　
昭
和
六
年

今
泉
省
三
　『
長
岡
の
歴
史
』
全
六
巻
　
野
島
出
版
　
昭
和
四
十
三
～
四
十
七
年

新
潟
県
立
長
岡
中
学
校
　『
長
岡
中
学
読
本
』　
新
潟
県
立
長
岡
高
等
学
校
同
窓
会
　
昭
和
五
十
一
年

小
国
町
史
編
集
委
員
会
　『
小
国
町
史
』
本
文
編
　
昭
和
五
十
一
年

新
潟
日
報
事
業
社
　『
新
潟
県
大
百
科
事
典
』
上
・
下
巻
　
昭
和
五
十
二
年

栃
尾
市
史
編
集
委
員
会
　『
栃
尾
市
史
』
上
・
中
・
下
巻
　
栃
尾
市
役
所
　
昭
和
五
十
二
～
五
十
五
年

三
島
町
史
編
集
委
員
会
　『
三
島
町
史
』
上
・
下
巻
　
三
島
町
　
昭
和
五
十
九
年

山
古
志
村
史
編
集
委
員
会
　『
山
古
志
村
史
』
通
史
　
山
古
志
村
役
場
　
昭
和
六
十
年

川
口
町
史
編
さ
ん
委
員
会
　『
川
口
町
史
』　
川
口
町
　
昭
和
六
十
一
年

中
之
島
村
史
編
纂
委
員
会
　『
中
之
島
村
史
』
上
・
下
巻
　
中
之
島
村
　
昭
和
六
十
一
～
六
十
三
年

長
岡
市
　『
ふ
る
さ
と
長
岡
の
あ
ゆ
み
』　
昭
和
六
十
一
年

北
越
戊
辰
戦
争
と
長
岡
展
示
運
営
委
員
会
　『
北
越
戊
辰
戦
争
と
長
岡
』　「
北
越
戊
辰
戦
争
と
長
岡
」
頒
布
会
　
平
成
元
年

栃
尾
市
教
育
委
員
会
　『
栃
尾
と
人
物
』　
平
成
四
年

寺
泊
町
　『
寺
泊
町
史
』
通
史
編
　
上
・
下
巻
　
平
成
四
年

長
岡
市
史
編
集
委
員
会
　
長
岡
市
史
双
書
No.

34

　『
小
林
虎
三
郎
の
求
志
洞
遺
稿
』
長
岡
市
　
平
成
七
年

長
岡
市
史
編
集
委
員
会
　
長
岡
市
史
双
書
No.

35

　『
長
岡
懐
旧
雑
誌
』
長
岡
市
　
平
成
八
年

長
岡
市
　『
長
岡
市
史
』　
通
史
編
　
上
・
下
巻
　
平
成
八
年

中
之
島
町
　『
歴
史
年
表
　
中
之
島
町
』　
平
成
八
年

和
島
村
　『
和
島
村
史
』
通
史
編
　
平
成
九
年

長
岡
市
　『
ふ
る
さ
と
長
岡
の
人
び
と
』　
平
成
十
年

与
板
町
　『
与
板
町
史
』
通
史
編
　
上
・
下
巻
　
平
成
十
一
年

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
　『
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
　
常
設
展
示
図
録
』　
平
成
十
二
年

越
路
町
　『
越
路
町
史
』
通
史
編
　
上
・
下
巻
　
平
成
十
三
年

稲
川
明
雄
　『
長
岡
藩
』　
現
代
書
館
　
平
成
十
六
年

長
岡
市
　『
長
岡
歴
史
事
典
』　
平
成
十
六
年

長
岡
市
立
中
央
図
書
館
文
書
資
料
室
　
長
岡
市
史
双
書
No.

44
　『
長
岡
城
之
面
影
』
長
岡
市
　
平
成
十
七
年

与
板
町
教
育
委
員
会
　『
与
板
の
ひ
と
び
と
─
与
板
の
人
物
誌
』　
平
成
十
七
年

長
岡
市
　『
長
岡
市
政
100
年
の
あ
ゆ
み
』　
平
成
十
八
年

長
岡
戦
災
資
料
館
　『
太
平
洋
戦
争
と
長
岡
空
襲
』　
平
成
十
八
年

続
栃
尾
と
人
物
編
集
委
員
会
　『
続
　
栃
尾
と
人
物
』　
平
成
十
九
年

長
岡
市
米
百
俵
財
団
　『
米
百
俵
　
そ
の
先
の
未
来
へ
』　
平
成
二
十
年

長
岡
市
　『
郷
土
長
岡
を
創
っ
た
人
び
と
』
平
成
二
十
一
年

豊
川
市
桜
ヶ
丘
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
　『
三
河
に
興
り
し
牧
野
一
族
』　
平
成
二
十
一
年

新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
　『
越
後
の
大
名
』　
平
成
二
十
三
年

長
岡
市
　『
語
り
つ
ぐ
長
岡
空
襲
─
長
岡
戦
災
資
料
館
十
周
年
記
念
誌
─
』　
平
成
二
十
五
年

長
岡
市
教
育
委
員
会
　『
長
岡
の
文
化
財
』　
平
成
二
十
六
年

長
岡
市
地
域
振
興
戦
略
部
　『
新
長
岡
市
10
年
の
歩
み
』　
平
成
二
十
七
年
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